
10月21日（日）14:00 - 15:30
立命館いばらきフューチャープラザ
カンファレンスホール

近年の 大規模自然災害 から
グローバルサステナビリティを考える

 1995 年に京都大学大学院物理工学専攻修了、工学博士号取得。その後、新エネルギー・産業技術

総合開発機構（NEDO）第 1 期フェーロシップ（産業技術研究員）、地球環境産業技術研究機構

（RITE）主任研究員を経て、1999 年に立命館大学法学部准教授、2002 年より現職。立命館孔子学

院長、立命館サステナビリティ学センター長、RITE 研究顧問、大阪大学特任教授、浙江大学客員

教授など歴任。 専門分野は国際エネルギー政策と環境経営戦略、政策工学など。

参加費
無料

近年の大規模自然災害から、人類文明の盛衰変遷と持続可能である最小限条件、
東洋哲学、複合型災害救援復興のためのペアリングシステム、広域循環経済圏と
低炭素共同体等まで、事例を紹介しながら、グローバルサステナビリティの理論
と実践を優しく語ります。

立命館大学政策科学部教授
立命館孔子学院名誉学院長
立命館サステナビリティ学研究センター初代センター長

講 師：周 瑋生 氏

お問合せ先：立命館大学政策科学部 周研究室 zhou＠sps.ritsumei.ac.jp（先着順100名）

最近の異常気象について
学べます！

主催：立命館サステナビリティ学研究センター


